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医 療 法 人 社 団 三喜会
さ ん き か い

 横 浜 新 緑 総 合 病 院  
よ こ は ま し ん み ど り そ う ご う び ょ う い ん

 

〒 ２ ２ ６ － ０ ０ ２ ５  横 浜 市 緑 区 十 日 市 場 町 １ ７ ２ ６ － ７ 

T E L .  0 4 5 - 9 8 4 - 2 4 0 0 （ 代 表 ）  F A X .  0 4 5 - 9 8 3 - 4 2 7 1 

発 行  地 域 医 療 連 携 室  T E L . 0 4 5 - 9 8 4 - 6 2 1 6 （ 直 通 ） 

確 か な 医 療 技 術  

や さ し い 対 応  

地 域 へ の 貢 献  

病院の理念 

新 緑 ニ ュ ー ス 
し ん みどり 

 ⼈ 間 ド ッ ク ・ 健 康 診 断 の お す す め 

 ⼈間ドック・健康診断の⽬的は２つあります。 
 １つは⽣命に関わる重⼤な疾病の早期発⾒。もう１つは
健康の維持です。健康であると⾃覚している⽅にも何らかの
病気が潜んでいる場合があります。病気は治療開始が早け
れば早いほど回復も早いですが、多くの⽅は少々の不調では
なかなか病院に⾏かないものです。 

 また、外来診療では⾵邪をひいた⽅に胃の検査を⾏った
り、⾜を痛めた⽅に肺の検査を⾏ったりはしません。保険 
診療では病気の診断・治療に必要な検査しか⾏わないの
に対し、⼀度に複数の検査を受けて⾝体の健康状態がわ
かるということが⼈間ドック・健康診断の最⼤のメリットです。 

 横浜新緑総合病院では、4階の外来フロアーとは別に、
２階フロアーに予防医療部⾨として健診センターを設けて 
おります。センター内は⽊⽬調の落ち着いた雰囲気で、 
ゆったりとした気持ちで受診していただける空間としており、 
Ｘ線撮影や⼼電図、超⾳波検査など、ほとんどの検査を 
センター内で実施しております。 

 今や２〜３⼈に１⼈は癌（がん）に罹ると⾔われている
時代です。万が⼀に備えた⼈間ドックや健康診断の受診を
当院はおすすめしております。 

 体に不調はないけれど、気になることがある…といった 
場合、ぜひ当センターにご相談ください。多岐にわたる 
メニューの中から、ご希望に合った⼈間ドック・健康診断の 
ご提案をさせていただきます。 

 年末年始（12/30〜1/3）の診療体制 

 ◇ 年末年始（12⽉30⽇〜1⽉3⽇）も2次救急病院として、 
     24時間体制で「内科・外科・脳神経外科」の救急診療 
     を⾏っております。 
 ◇ 急病の際は下記にご連絡の上、ご来院ください。  
    TEL  045-984-2400（代表） 

12⽉29⽇（⾦）  通常診療 

 1 ⽉ 4 ⽇（⽊）より  通常診療 

12⽉30⽇（⼟）〜   1⽉３⽇（⽔）休診 

※お薬の⻑期投与は原則できません。尚、疾患症状によってはお受けできない場合もございますのでご了承ください。 

放射線検査室 待合室 ⼈間ドック・健診センター 

 

予約の際に①〜④についてお伺いします。 
①ご希望のコース ②ご加⼊の健康保険組合 
③お名前・⽣年⽉⽇ ④住所・電話番号 

健診センターへのご相談・ご予約電話 
０４５（９８４）３００３ 

受付時間 ⽉〜⼟ 9:00〜17:00 ※⽇・祝除く 
※当院は完全予約制です。お電話でご予約ください。 



 チ ー ム 医 療 ｜ 医 療 安 全 

医療安全管理委員会 副看護部⻑ 鈴⽊ ⾥美   

  平成３０年    みんなの健康講座        主催︓横浜新緑総合病院   ※参加費無料  

医療安全管理委員会 

院内ラウンド（薬剤）  

 医療安全管理委員会は医療安全管理者を中⼼に、２名の医師と各部署の 
代表メンバー総勢14名で活動しています。 

 医療を安全に提供できるよう定期的に会議を開催しており、院内で発⽣した事故
事例を集計・分析し動向を把握、事故防⽌対策を実施しています。院内ラウンドで
は全部署に出向き、職場環境やルールの遵守状況等を確認しています。また、 
院内に安全⽂化を広めていくための勉強会の開催や医療安全ニュースの発⾏、 
マニュアルの改訂等も⾏っております。 

 どんなに優秀な⼈でも間違えることはあり、それを前提に医療事故を組織の問題と
して捉え、対策を⽴てていくことが重要とされています。あれ︖おかしい︖と思うことを
そのままにせず、声を出すことで間違いを防げることが多くあり、お互いに声を掛け合え
る環境作りがとても⼤切と考えます。 

 当院では、「医療事故を起こさない」、起きてしまった事故は院内で共有し「同じ事故は起こさない」ことを⽬標に、安⼼ 
できる医療を提供できるよう取り組んでまいります。 

 横浜市では現在、インフルエンザ、感染性胃腸炎の報告が増加しています。 

◇ 外来受診の際、咳の出る⽅は必ずマスクの着⽤をお願い致します。 
◇ ご⾯会の⽅はマスクの着⽤、⾯会前後の⼿指消毒をお願い致します。 

 また、微熱、下痢、吐気、嘔吐症状のある⽅、⼩学⽣以下のお⼦様のご⾯会はご遠慮いただきますよう、ご理解とご協⼒
をお願い致します。   横浜市感染症情報センター  http://www.city.yokohama.lg.jp/kenko/eiken/idsc/ 

 感 染 症 が 増 加 し て い ま す  〜 ご 来 院 の ⽅ へ の お 願 い 〜 

 11⽉24⽇午後、病院内で防災訓練が⾏われました。平⽇昼間に⼤きな地震が発⽣、数分後に院内で⽕災が発⽣した 
想定で、患者さまや職員の安全確認、災害対策本部の設置、各部署から応援に駆け付けた職員による初期消⽕訓練を 
⾏いました。 また、点滴やチューブ・酸素マスクなどを装着した患者役職員を⾞イスやシーツで安全区域まで搬送するなど、 
本番さながらの訓練となりました。緑消防署⼗⽇市場出張所の⽅にもご参加いただき、消⽕活動や避難誘導に関してご指導
いただきました。 

 当院では、実践的な訓練
を定期的に⾏うことで職員
⼀ ⼈ ⼀ ⼈ の 防 災 意 識 を 
⾼め、患者様の安全確保に
努めてまいります。 

災害を想定した実践的な防災訓練を実施しました 

  当院の詳細はホームページをご覧ください  http://www.shinmidori.com/    ＱＲコード→ 

会場 ⼗⽇市場地区センター  ２階中会議室 （⼗⽇市場駅より徒歩５分）  
時間  午後1:30〜2:30 問合せ  地域医療連携室  045-984-6216（直）045-984-2400 

平成30年1⽉20⽇（⼟） 「脈のみだれは危険信号︖」 講師 横浜新緑総合病院 院⻑ 向井 惠⼀ 
平成30年2⽉17⽇（⼟）シリーズ糖尿病  第23回「健康⽣活のための⽣活習慣改善計画」 
 〜合併症を防いで延ばそう健康寿命〜 講師︓横浜新緑総合病院 副看護部⻑ 野⽥ 真由美 

避難訓練 消⽕訓練 災害対策本部 


